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（参考）プラットフォーム事業者等による対応のモニタリング結果（2021年２月25日）
誹謗中傷への対応に関する透明性・アカウンタビリティ確保状況に対する評価の概要
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○ プラットフォーム事業者の誹謗中傷への対応に関する透明性・アカウンタビリティ確保状況には差異が見られる。
○ ヤフー及びLINEは、我が国における誹謗中傷への対応について、具体的な取組や定量的な数値を公表しており、
透明性・アカウンタビリティ確保に向けた施策が進められている。

○ Googleは、一部の我が国における定量的な件数が新たに示されているが、構成員限りで非公開となっている情報も
残されており、部分的に透明性・アカウンタビリティ確保に向けた施策が進められている。

○ Facebook及びTwitterは、グローバルな取組や数値は公表しているが、我が国における具体的な取組や定量的な

数値が公表されておらず、我が国における透明性・アカウンタビリティ確保が果たされていない。

誹謗中傷対策に関するプラットフォーム事業者における透明性・アカウンタビリティ確保状況の主な評価項目の比較

ヤフー Facebook Google LINE Twitter

1 対応ポリシーの策定及び公表
（１．③(i)(ii)関係） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
2 削除要請件数や削除件数（国内）の
公表（２．①②③関係） ◎ × ○ ◎ ×
3 削除要請対応チームや拠点（国内）の
公表（３．①④⑤関係） ◎ × × ○ ×
4 発信者情報開示の件数の公表
（４．①②関係） ◎ × × ◎ ×

5 取組の効果分析の実施（５．③関係） ○ △ △ △ △

6 透明性レポートの公開（６．③関係） × △ ○ ◎ ○

→今回のモニタリングの質問項目について、事業者が「回答を控えた理由」及び「今後の対応方針」は次ページの通り

※ 令和3年2月25日モニタリング実施時に事業者から提出されたヒアリングシートにおいて、当該項目について、
◎：十分かつ詳細な記載があった、 〇：概ね記載があった、△：一部記載があった、×：記載がなかった




